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　私は「生物多様性の変動機構の解明と保全」を主要テーマ
とする研究室に所属しており、人間の活動が野生動物にどの
ような影響を与えているのかについて研究しています。都市
の近くに残る里山のような環境を対象に、動物の姿や糞、食
べ跡などの痕跡を手がかりに、人間の生活圏の近くで、どの
ような野生動物が、どのような環境を利用して暮らしている
のかを調べています。さらに、糞に含まれる DNA を分析す
ることで、見ただけでは区別が難しい動物の種類も特定して
います。こうした結果をもとに、人の利用が進む環境の中で
も野生動物が暮らし続けるための条件を考え、「野生動物と
人間の共生」を目指すことが、この研究の大きな目標です。
　以前まで、私は社会人として働いていましたが、「やっぱり
生きものが好き」という気持ちから、大学で生物を学ぶこと
を決めました。実際に学びを重ねる中で、興味のある分野や、
やってみたい研究が次々と見つかっていきました。生物科学
プログラムでは、自分の関心を大切にしながら学びを深める
ことができます。進路に迷っている人も、ぜひ自分の「好き」
を信じて、一歩踏み出してみてください。

　生物科学プログラムでは、1年次に理学全体の基礎を学
び、2年次以降は専門的な講義や実験を通して、生物学を段
階的に深めていきます。微生物から昆虫、植物、魚類、両生
類、鳥類、哺乳類まで幅広い生物を扱うため、学ぶ中で自分
の興味のある分野を見つけられる点が魅力だと感じていま
す。学生実験では、先生方の研究テーマに沿った実験に取り
組むため、幅広い内容の実験を経験することができます。私
自身、実験を重ねる中で、自分の興味ある分野が少しずつは
っきりし、理解も深まっていく感覚がありました。また、立山
から氷見の海に至る富山の豊かな自然を活かした野外実習
も魅力的なポイントの1つです。私は氷見の海で仲間ととも
に生物を採集し、形態的特徴に注目しながら、採集した生物
を分類する実習を経験しました。実際に生物に触れ、学ぶこ
とで、生物の面白さを強く実感することができました。生物
科学プログラムは生物に興味がある人はもちろん、これから
自分の関心があることを見つけたい人にとっても、学びと発
見の多いプログラムだと思います。私たちと一緒に生物科学
プログラムで、「生物の面白さ」を見つけていきましょう！

■多様性と進化を対象とした生物学領域
　自然界では、生物は単独ではなく、同種他個体や他種生
物、気候や地形などの様々な環境要因による影響を受けなが
ら存在しています。本領域では、生物間、あるいは生物と環境
との間にある相互作用の実態や、成立に関わる因子の解明、
生殖様式や生活史の多様性に基づく種分化の研究などを通
して、生物進化の理解を目指した研究を行っています。微生物
や昆虫、植物、魚類、両生類、鳥類、哺乳類など様々な生物が
対象です。
〈研究分野〉
共生生物学、応用昆虫学、進化生物学、進化発生学、分子生
態学、保全生物学、植物細胞分類学

■植物を対象とした生物学領域
　植物の多様な生命現象の解明は、生物多様性の保存や持
続可能社会の実現に必要とされる科学技術の発展を支える
礎として欠かせません。本領域では、植物を研究対象に様々
な視点から、種々の研究手法を用いて学生とともに研究に取
り組んでいます。植物の葉や根などの器官形成、植物組織お
よび細胞レベルでの形態形成のしくみ、有用植物の成分や栽
培特性の制御機構、環境が植物の生活環に与える影響、植物
の病害抵抗性のしくみなど、様々な重要課題の解明を目指
し、遺伝子から個体群レベルまでを対象に幅広く教育研究を
行っています。
〈研究分野〉
植物分子生物学、植物形態学、植物生理学、遺伝育種科学、
植物細胞生物学、植物病理学、宇宙生物科学

■動物の生得的行動や浸透圧調節を対象とした
　比較内分泌学・動物生理学・神経行動学領域
　魚類や両生類において、内分泌系や神経系により生得的行
動（摂食行動、情動行動および生殖行動）や体内浸透圧など
が調節・最適化されています。本領域では、これらを支える中
枢や末梢におけるホルモンや神経伝達物質およびそれらの受
容体を介した情報伝達機構と作用メカニズムの解明を目指
し、モデル動物としてキンギョ、ゼブラフィッシュ、メダカ、ツ
メガエルなどを用いて生得的行動の解析、関係遺伝子の発現

大学院理工学研究科
地球生命環境科学プログラム
博士前期課程1年
（生物学科卒業）生物学科４年
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解析、脳内神経基盤の形態学的観察、細胞内情報伝達系の
解析、病態の発症機序・進行過程の解析などを通して個体レ
ベルから分子レベルに至る実験を行っています。また、国内外
の大学や研究所と連携した国際共同研究も展開しています。
〈研究分野〉
比較内分泌学、神経行動学、動物生理学、薬理学、神経科
学、病態生理学

■動物の概日リズムや睡眠覚醒行動を対象とした
　神経・細胞生物学領域
　睡眠覚醒、摂食、体温など多くの生理機能は、脳の生体時
計機構の支配下に、恒常性が維持されています。本領域で
は、これらの基礎的で重要な生理機能の概日リズム調節に係
わる神経メカニズム解明を目的に、遺伝子発現や神経活動記
録、細胞内シグナル解析、脳波解析、行動量測定などの手法
を用いて、細胞から個体レベルの研究を行っています。ラッ
ト・マウスなどのげっ歯類や、ショウジョウバエ、さらに培養
細胞を対象とした実験が中心です。
〈研究分野〉
時間生物学、神経生理学、睡眠科学、行動薬理学

学生実験 野外実習

学生実験 学外実習

卒業論文発表会 野外実習

写真は研究材料の例／魚類の脳（左上）　細胞（左下）　ライチョウ（右上）　
アフリカングラスラット（右中）　セイヨウタンポポ（右下）

先輩からのメッセージ
Message

生命の不思議を解き明かす

生物科学プログラムは、

生物の複雑な構造と体制の維持に不可欠な

情報伝達の機能的な連関を解明することを

教育・研究の基本理念としています。

私たちは、生命現象についての理解を深め、

生命の普遍性と多様性について

主体的な学習を通じて洞察することができる人材を

育成するために、教育・研究活動を行っています。

生物科学
プログラム 　現代の生物科学では、生命体自体とその周囲の環境に関す

るさまざまな研究が日々進展しています。生命現象の多様性
を理解するためには、生物学だけでなく、数学、物理学、化
学、地学、そして環境科学などの自然科学の基礎知識と、生
命に関連する他の科学領域に関する幅広い教養が必要です。
　生物科学プログラムに配属された２年次以降は、１年次で
学んだ理学の広範な分野を基礎とし、専門的な講義と実験を
通じて生物学に関する専門知識と技術を修得します。これら
の学習を経て、分子レベルから生態レベルまでを専門とする

個性豊かな教員の指導のもとで、卒業論文研究に取り組みま
す。研究活動を通じて、より専門的な知識と技術を習得し、大
学教育の集大成を迎えます。

Program of Biological Science

カリキュラム

ラボラトリー



プログラム紹介／生物科学プログラム3 プログラム紹介／生物科学プログラム 4

　私は「生物多様性の変動機構の解明と保全」を主要テーマ
とする研究室に所属しており、人間の活動が野生動物にどの
ような影響を与えているのかについて研究しています。都市
の近くに残る里山のような環境を対象に、動物の姿や糞、食
べ跡などの痕跡を手がかりに、人間の生活圏の近くで、どの
ような野生動物が、どのような環境を利用して暮らしている
のかを調べています。さらに、糞に含まれる DNA を分析す
ることで、見ただけでは区別が難しい動物の種類も特定して
います。こうした結果をもとに、人の利用が進む環境の中で
も野生動物が暮らし続けるための条件を考え、「野生動物と
人間の共生」を目指すことが、この研究の大きな目標です。
　以前まで、私は社会人として働いていましたが、「やっぱり
生きものが好き」という気持ちから、大学で生物を学ぶこと
を決めました。実際に学びを重ねる中で、興味のある分野や、
やってみたい研究が次々と見つかっていきました。生物科学
プログラムでは、自分の関心を大切にしながら学びを深める
ことができます。進路に迷っている人も、ぜひ自分の「好き」
を信じて、一歩踏み出してみてください。

　生物科学プログラムでは、1年次に理学全体の基礎を学
び、2年次以降は専門的な講義や実験を通して、生物学を段
階的に深めていきます。微生物から昆虫、植物、魚類、両生
類、鳥類、哺乳類まで幅広い生物を扱うため、学ぶ中で自分
の興味のある分野を見つけられる点が魅力だと感じていま
す。学生実験では、先生方の研究テーマに沿った実験に取り
組むため、幅広い内容の実験を経験することができます。私
自身、実験を重ねる中で、自分の興味ある分野が少しずつは
っきりし、理解も深まっていく感覚がありました。また、立山
から氷見の海に至る富山の豊かな自然を活かした野外実習
も魅力的なポイントの1つです。私は氷見の海で仲間ととも
に生物を採集し、形態的特徴に注目しながら、採集した生物
を分類する実習を経験しました。実際に生物に触れ、学ぶこ
とで、生物の面白さを強く実感することができました。生物
科学プログラムは生物に興味がある人はもちろん、これから
自分の関心があることを見つけたい人にとっても、学びと発
見の多いプログラムだと思います。私たちと一緒に生物科学
プログラムで、「生物の面白さ」を見つけていきましょう！

■多様性と進化を対象とした生物学領域
　自然界では、生物は単独ではなく、同種他個体や他種生
物、気候や地形などの様々な環境要因による影響を受けなが
ら存在しています。本領域では、生物間、あるいは生物と環境
との間にある相互作用の実態や、成立に関わる因子の解明、
生殖様式や生活史の多様性に基づく種分化の研究などを通
して、生物進化の理解を目指した研究を行っています。微生物
や昆虫、植物、魚類、両生類、鳥類、哺乳類など様々な生物が
対象です。
〈研究分野〉
共生生物学、応用昆虫学、進化生物学、進化発生学、分子生
態学、保全生物学、植物細胞分類学

■植物を対象とした生物学領域
　植物の多様な生命現象の解明は、生物多様性の保存や持
続可能社会の実現に必要とされる科学技術の発展を支える
礎として欠かせません。本領域では、植物を研究対象に様々
な視点から、種々の研究手法を用いて学生とともに研究に取
り組んでいます。植物の葉や根などの器官形成、植物組織お
よび細胞レベルでの形態形成のしくみ、有用植物の成分や栽
培特性の制御機構、環境が植物の生活環に与える影響、植物
の病害抵抗性のしくみなど、様々な重要課題の解明を目指
し、遺伝子から個体群レベルまでを対象に幅広く教育研究を
行っています。
〈研究分野〉
植物分子生物学、植物形態学、植物生理学、遺伝育種科学、
植物細胞生物学、植物病理学、宇宙生物科学

■動物の生得的行動や浸透圧調節を対象とした
　比較内分泌学・動物生理学・神経行動学領域
　魚類や両生類において、内分泌系や神経系により生得的行
動（摂食行動、情動行動および生殖行動）や体内浸透圧など
が調節・最適化されています。本領域では、これらを支える中
枢や末梢におけるホルモンや神経伝達物質およびそれらの受
容体を介した情報伝達機構と作用メカニズムの解明を目指
し、モデル動物としてキンギョ、ゼブラフィッシュ、メダカ、ツ
メガエルなどを用いて生得的行動の解析、関係遺伝子の発現

大学院理工学研究科
地球生命環境科学プログラム
博士前期課程1年
（生物学科卒業）生物学科４年
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解析、脳内神経基盤の形態学的観察、細胞内情報伝達系の
解析、病態の発症機序・進行過程の解析などを通して個体レ
ベルから分子レベルに至る実験を行っています。また、国内外
の大学や研究所と連携した国際共同研究も展開しています。
〈研究分野〉
比較内分泌学、神経行動学、動物生理学、薬理学、神経科
学、病態生理学

■動物の概日リズムや睡眠覚醒行動を対象とした
　神経・細胞生物学領域
　睡眠覚醒、摂食、体温など多くの生理機能は、脳の生体時
計機構の支配下に、恒常性が維持されています。本領域で
は、これらの基礎的で重要な生理機能の概日リズム調節に係
わる神経メカニズム解明を目的に、遺伝子発現や神経活動記
録、細胞内シグナル解析、脳波解析、行動量測定などの手法
を用いて、細胞から個体レベルの研究を行っています。ラッ
ト・マウスなどのげっ歯類や、ショウジョウバエ、さらに培養
細胞を対象とした実験が中心です。
〈研究分野〉
時間生物学、神経生理学、睡眠科学、行動薬理学

学生実験 野外実習

学生実験 学外実習

卒業論文発表会 野外実習

写真は研究材料の例／魚類の脳（左上）　細胞（左下）　ライチョウ（右上）　
アフリカングラスラット（右中）　セイヨウタンポポ（右下）

先輩からのメッセージ
Message

生命の不思議を解き明かす

生物科学プログラムは、

生物の複雑な構造と体制の維持に不可欠な

情報伝達の機能的な連関を解明することを

教育・研究の基本理念としています。

私たちは、生命現象についての理解を深め、

生命の普遍性と多様性について

主体的な学習を通じて洞察することができる人材を

育成するために、教育・研究活動を行っています。

生物科学
プログラム 　現代の生物科学では、生命体自体とその周囲の環境に関す

るさまざまな研究が日々進展しています。生命現象の多様性
を理解するためには、生物学だけでなく、数学、物理学、化
学、地学、そして環境科学などの自然科学の基礎知識と、生
命に関連する他の科学領域に関する幅広い教養が必要です。
　生物科学プログラムに配属された２年次以降は、１年次で
学んだ理学の広範な分野を基礎とし、専門的な講義と実験を
通じて生物学に関する専門知識と技術を修得します。これら
の学習を経て、分子レベルから生態レベルまでを専門とする

個性豊かな教員の指導のもとで、卒業論文研究に取り組みま
す。研究活動を通じて、より専門的な知識と技術を習得し、大
学教育の集大成を迎えます。

Program of Biological Science

カリキュラム

ラボラトリー
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　自然環境を知るためには、高校までに学習した物理学、化
学、生物学、地学を応用した、総合科学的な見方が必要不可欠
です。自然環境科学プログラムでは様々な分野の教員が所属
しており、学生は専門科目での授業を通じて自然環境を多角的
にみる力を養うことができます。学生実験では、化学物質の定
性・定量分析、土壌や河川水の分析、微生物の培養・プランクト
ンの観察など幅広い分野の実験が行えます。また、野外実習
では富山の豊かな自然を対象に、現地における試料採取や測
定といったフィールドワークの基礎を学ぶことができます。卒
業論文研究では、指導教員のもと環境に関する研究課題に取
り組み、専門的な知識と技術だけでなく、今ある問題に対して
主体的に動く力を身に着けます。本プログラムでは環境科学に
対して強い好奇心と学習意欲をもち、苦手な科目もあきらめず
にこなす忍耐力と頑張る力を持った学生が来てくれることを期
待しています。

　人間活動の規模の拡大と多様化にともない、地球温暖化
ガスの放出や大気汚染、水質汚染、土壌汚染などの多様な環
境問題が顕在化したため、環境を正しく評価・修復する手段
や思考がますます必要とされています。自然環境科学プログ
ラムでは、化学、地球科学の側面から環境問題へアプローチ
し、水や土壌に含まれる微量有害成分や環境汚染化学物質
の簡便迅速な分析方法を開発し、富山県の土壌や河川水、海
水、大気の環境を調査しています。また、排水中の有害成分
を除去するための基礎的な研究も行っています。さらに、微
量元素や安定同位体比を用いた、陸域と海域の環境動態解
明に関する研究を通して地球規模の環境問題にも取り組んで
います。
　また、富山県内
の豊富な地熱資
源の利用を探るた
めに地下水・温泉
水の分析や、我が
国周辺海域の海
底熱水鉱床探査
技術の開発を通して、環境に配慮したエネルギー・鉱物資源
の開発を目指し、持続的な経済発展にも貢献します。
　一方、私達の生活は多様な生物に支えられて成立していま
す。それは汚染物質のバイオレメディエーションや重油分解菌
のような微生物の活用など、環境問題の対策も例外ではあり
ません。それには生物多様性の保全が必要であり、そのため
には生物と環境の相互作用や、生命の歴史などを知ることが
必要です。自然環境科学プログラムでは、生物と環境との相
互作用についての理解を深めるため、生物機能の仕組みにつ
いて、細胞レベルから生物集団レベルまでの幅広い研究を行
っています。例えば、生物の環境ストレスに対する防御機構の
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定性分析実験 授業風景（実験発表）

河川調査実習 立山での野外実習

植物と昆虫の相互作用

河川の流量測定海洋観測

重油分解菌

立山の積雪調査の様子雪の結晶

解明や植物が環境の変化をどのように認識しているのか、大
気・河川水・海洋・地下水中の微生物群集構造、微生物を用い
た環境水の汚染評価・修復方法、植物と訪花昆虫の関係、立
山のような高山生態系と気候変動との関係に関する研究など
を行っています。また、哺乳動物や淡水魚といった野生動物
の生態や保全、生命の歴史について理解を深めるため化石を
用いた古生態や生命進化についても研究を進めています。

　さらに、私達の住む地球には、大気や水が存在します。大
気中に浮遊する微粒子（エアロゾル）やそれが核となって出来
る雲は、さまざまな気候影響を起こしています。それらの影響
を解明するため、物理学の視点からその影響の解明に取り組
んでいます。また、大気中の水分は、氷晶から雪結晶となり、
地上に雪や雨として降ってきます。雪はその成長により多様
な形態を持っており、その形態形成メカニズムの解明に取り
組んでいます。
　富山県には標高3000ｍ級の立山があり、春には6mを超え
る積雪が見られます。この積雪には、冬期間の降雪だけでな
く、立山にやってくるさまざまな起源の微粒子や成分が含ま
れており、地球環境のタイムカプセルとしてその解明にも取り
組んでいます。

「そうだ、蜃気楼を見に行こう。」
　大学の授業で蜃気楼について学んだ翌日、私は自転車で魚
津市へ向かいました。きっとこのプログラムに所属していなけれ
ば、高校物理で苦しんだ光の性質に感動することも、４０ｋｍ以
上自転車のペダルをこぐこともなかったでしょう。
　山も海もある富山県は、自然環境を学ぶのに最適な場所で
す。教科書で知識を得るだけでなく、実際に海や山へ出て試料
を採取し、本物に触れながら理解を深めます。現場での体験は、
新たな疑問や発見につながります。
　私はいま、カルシウム循環に関わる植物を研究しています。も
ともとは植物そのものに興味がありました。しかし「自然環境」と
いう大きな視点で考えると、その植物がどんな場所で暮らし、周
囲にどのような影響を与えているのかまで考える必要がありま
す。地形や気候、物質の動き、共生する菌類など…。自然環境と
いう大きな枠組みの中で研究していると、これまで触れてこなか
った分野にも、自然と関心が向くようになります。
　今、自分がどの分野に向いているかわからなくても大丈夫で
す。ここで学ぶうちに、きっとさまざまなことに興味を持てるよう
になります。自然環境は一つの分野に絞れるものではありませ
ん。多くの視点から物事をとらえる力が大切です。そして、その力
をここで養うことができます。

自然環境科学
プログラム

写真は立山の自然環境

大学院理工学研究科
地球生命環境科学プログラム
博士前期課程１年
（自然環境科学科卒業）

先輩からのメッセージ
Message

自然環境のお医者さんを育てます

地球上ではたえ間なく物質が流れ循環しており、

人間をはじめ多様な生物が環境と微妙な調和を

保ちながら生きています。

自然環境科学プログラムでは、このかけがえのない

地球環境の大切さを科学の目を通して理解することのできる

人材を育て、世に送り出したいと考えています。

本プログラムがめざす教育・研究は、

新しく幅広い分野にまたがっています。

好奇心に富み、自主的に学ぼうとする意欲的な学生の

入学を期待します。

　自然環境科学プログラムでは、環境問題を多角的に見る力を
養うために物理、生物、化学、地球科学といった様々な分野の授
業や学生実験が行われます。また、富山県の立山から富山湾に
至るまでの壮大な自然を舞台とした野外実習を履修できるこ
とも本プログラムの魅力です。例えば、河川において流量や水
質分析を行ったり、高山帯の氷雪や動植物の観察を行ったりと
実際に手足を動かしてデータを取る面白さを体験できました。
　３年後期からは研究室に仮配属され、諸先輩方から実験な
どを交えながら研究とは何かを教えてもらいます。４年から本
配属となり、卒業研究テーマを決め日々研究を行っていきま
す。卒業研究は教科書を見れば答えが書いてある訳ではあり
ません。これまでに学んだ知識を生かし、仮説を立て、自分が測
定したデータから何が言えるのか考察する必要があります。デ
ータ量も多く解析が大変ですが可視化できる形となったとき
とても達成感があります。
本プログラムを選択することで、これまで興味を抱いていた
分野の知識をより深めるだけでなく、新たな分野に興味が持
てるかもしれません。また、サークル活動やアルバイト、趣味な
どやりたいことと学業を両立させ実りある学生生活を送って
みて下さい。

大学院持続可能社会創成学環
グローバルSDGsプログラム
修士課程2年
（自然環境科学科卒業）

Program of Natural and 
Environmental Sciences

カリキュラム

研究紹介



プログラム紹介／自然環境科学プログラム3 プログラム紹介／自然環境科学プログラム 4

　自然環境を知るためには、高校までに学習した物理学、化
学、生物学、地学を応用した、総合科学的な見方が必要不可欠
です。自然環境科学プログラムでは様々な分野の教員が所属
しており、学生は専門科目での授業を通じて自然環境を多角的
にみる力を養うことができます。学生実験では、化学物質の定
性・定量分析、土壌や河川水の分析、微生物の培養・プランクト
ンの観察など幅広い分野の実験が行えます。また、野外実習
では富山の豊かな自然を対象に、現地における試料採取や測
定といったフィールドワークの基礎を学ぶことができます。卒
業論文研究では、指導教員のもと環境に関する研究課題に取
り組み、専門的な知識と技術だけでなく、今ある問題に対して
主体的に動く力を身に着けます。本プログラムでは環境科学に
対して強い好奇心と学習意欲をもち、苦手な科目もあきらめず
にこなす忍耐力と頑張る力を持った学生が来てくれることを期
待しています。

　人間活動の規模の拡大と多様化にともない、地球温暖化
ガスの放出や大気汚染、水質汚染、土壌汚染などの多様な環
境問題が顕在化したため、環境を正しく評価・修復する手段
や思考がますます必要とされています。自然環境科学プログ
ラムでは、化学、地球科学の側面から環境問題へアプローチ
し、水や土壌に含まれる微量有害成分や環境汚染化学物質
の簡便迅速な分析方法を開発し、富山県の土壌や河川水、海
水、大気の環境を調査しています。また、排水中の有害成分
を除去するための基礎的な研究も行っています。さらに、微
量元素や安定同位体比を用いた、陸域と海域の環境動態解
明に関する研究を通して地球規模の環境問題にも取り組んで
います。
　また、富山県内
の豊富な地熱資
源の利用を探るた
めに地下水・温泉
水の分析や、我が
国周辺海域の海
底熱水鉱床探査
技術の開発を通して、環境に配慮したエネルギー・鉱物資源
の開発を目指し、持続的な経済発展にも貢献します。
　一方、私達の生活は多様な生物に支えられて成立していま
す。それは汚染物質のバイオレメディエーションや重油分解菌
のような微生物の活用など、環境問題の対策も例外ではあり
ません。それには生物多様性の保全が必要であり、そのため
には生物と環境の相互作用や、生命の歴史などを知ることが
必要です。自然環境科学プログラムでは、生物と環境との相
互作用についての理解を深めるため、生物機能の仕組みにつ
いて、細胞レベルから生物集団レベルまでの幅広い研究を行
っています。例えば、生物の環境ストレスに対する防御機構の
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定性分析実験 授業風景（実験発表）

河川調査実習 立山での野外実習

植物と昆虫の相互作用

河川の流量測定海洋観測

重油分解菌

立山の積雪調査の様子雪の結晶

解明や植物が環境の変化をどのように認識しているのか、大
気・河川水・海洋・地下水中の微生物群集構造、微生物を用い
た環境水の汚染評価・修復方法、植物と訪花昆虫の関係、立
山のような高山生態系と気候変動との関係に関する研究など
を行っています。また、哺乳動物や淡水魚といった野生動物
の生態や保全、生命の歴史について理解を深めるため化石を
用いた古生態や生命進化についても研究を進めています。

　さらに、私達の住む地球には、大気や水が存在します。大
気中に浮遊する微粒子（エアロゾル）やそれが核となって出来
る雲は、さまざまな気候影響を起こしています。それらの影響
を解明するため、物理学の視点からその影響の解明に取り組
んでいます。また、大気中の水分は、氷晶から雪結晶となり、
地上に雪や雨として降ってきます。雪はその成長により多様
な形態を持っており、その形態形成メカニズムの解明に取り
組んでいます。
　富山県には標高3000ｍ級の立山があり、春には6mを超え
る積雪が見られます。この積雪には、冬期間の降雪だけでな
く、立山にやってくるさまざまな起源の微粒子や成分が含ま
れており、地球環境のタイムカプセルとしてその解明にも取り
組んでいます。

「そうだ、蜃気楼を見に行こう。」
　大学の授業で蜃気楼について学んだ翌日、私は自転車で魚
津市へ向かいました。きっとこのプログラムに所属していなけれ
ば、高校物理で苦しんだ光の性質に感動することも、４０ｋｍ以
上自転車のペダルをこぐこともなかったでしょう。
　山も海もある富山県は、自然環境を学ぶのに最適な場所で
す。教科書で知識を得るだけでなく、実際に海や山へ出て試料
を採取し、本物に触れながら理解を深めます。現場での体験は、
新たな疑問や発見につながります。
　私はいま、カルシウム循環に関わる植物を研究しています。も
ともとは植物そのものに興味がありました。しかし「自然環境」と
いう大きな視点で考えると、その植物がどんな場所で暮らし、周
囲にどのような影響を与えているのかまで考える必要がありま
す。地形や気候、物質の動き、共生する菌類など…。自然環境と
いう大きな枠組みの中で研究していると、これまで触れてこなか
った分野にも、自然と関心が向くようになります。
　今、自分がどの分野に向いているかわからなくても大丈夫で
す。ここで学ぶうちに、きっとさまざまなことに興味を持てるよう
になります。自然環境は一つの分野に絞れるものではありませ
ん。多くの視点から物事をとらえる力が大切です。そして、その力
をここで養うことができます。

自然環境科学
プログラム

写真は立山の自然環境

大学院理工学研究科
地球生命環境科学プログラム
博士前期課程１年
（自然環境科学科卒業）

先輩からのメッセージ
Message

自然環境のお医者さんを育てます

地球上ではたえ間なく物質が流れ循環しており、

人間をはじめ多様な生物が環境と微妙な調和を

保ちながら生きています。

自然環境科学プログラムでは、このかけがえのない

地球環境の大切さを科学の目を通して理解することのできる

人材を育て、世に送り出したいと考えています。

本プログラムがめざす教育・研究は、

新しく幅広い分野にまたがっています。

好奇心に富み、自主的に学ぼうとする意欲的な学生の

入学を期待します。

　自然環境科学プログラムでは、環境問題を多角的に見る力を
養うために物理、生物、化学、地球科学といった様々な分野の授
業や学生実験が行われます。また、富山県の立山から富山湾に
至るまでの壮大な自然を舞台とした野外実習を履修できるこ
とも本プログラムの魅力です。例えば、河川において流量や水
質分析を行ったり、高山帯の氷雪や動植物の観察を行ったりと
実際に手足を動かしてデータを取る面白さを体験できました。
　３年後期からは研究室に仮配属され、諸先輩方から実験な
どを交えながら研究とは何かを教えてもらいます。４年から本
配属となり、卒業研究テーマを決め日々研究を行っていきま
す。卒業研究は教科書を見れば答えが書いてある訳ではあり
ません。これまでに学んだ知識を生かし、仮説を立て、自分が測
定したデータから何が言えるのか考察する必要があります。デ
ータ量も多く解析が大変ですが可視化できる形となったとき
とても達成感があります。
本プログラムを選択することで、これまで興味を抱いていた
分野の知識をより深めるだけでなく、新たな分野に興味が持
てるかもしれません。また、サークル活動やアルバイト、趣味な
どやりたいことと学業を両立させ実りある学生生活を送って
みて下さい。

大学院持続可能社会創成学環
グローバルSDGsプログラム
修士課程2年
（自然環境科学科卒業）

Program of Natural and 
Environmental Sciences

カリキュラム

研究紹介



学科別進学／就職の割合と学部卒業者の主な進学／就職先（令和５年度～令和７年度）

  ■ 製造業  ■ 運輸・情報通信業  ■ 卸売・小売業  ■ 金融・保険業  ■ 教育・研究  ■ サービス業  ■ 官公庁  ■その他

数学科 Mathematics 〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉
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その他（外国） 4

青森 6

岩手 0

宮城 2

秋田 6

山形 4

福島 3

茨城 13

栃木 2

群馬 26

埼玉 21

千葉 14

東京 27

神奈川 17

岐阜 59

静岡 27愛知 110

三重 26

大阪 22

兵庫 12
奈良 5

和歌山 3

滋賀 9

京都 15

北海道 22

新潟 33

山梨 6

長野 70

富山 146

石川 89

福井 48

鳥取 0

島根 

岡山 1

広島 5

山口 0

福岡 4

佐賀 0

長崎 3

熊本 1
大分 1

徳島 0

香川 4

宮崎 1

鹿児島 1

沖縄 8

愛媛 1

高知 0

0

学生の出身地域別図（令和８年５月1日現在）

プログラム別在学生数（令和８年５月1日現在）

877人 男/645 女/232

プログラム名 数理情報学
プログラム

物理学
プログラム

化学
プログラム

生物科学
プログラム （旧）理学部自然環境科学

プログラム

男 51
9
60

47
10
57

68
10
78

50
29
79

52
37
89

31
20
51

177
56
233

645
232
877

女

計

14

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻数理情報学プログラム／教職実
践開発研究科
（他大学大学院・他進学）千葉大学大学院／北陸先端科学技術大学院大
学／東京都立大学大学院／名古屋大学大学院

北電情報システムサービス株式会社／株式会社北陸銀行（株式会社ほく
ほくフィナンシャルグループ）／株式会社インテック／株式会社富山第
一銀行／数研出版株式会社／トヨタ自動車株式会社／山崎製パン株式
会社／損害保険ジャパン株式会社／株式会社京都銀行／アクサ損害保
険株式会社／富山県公立学校教員

物理学科 Physics

化学科 Chemistry

生物学科 Biology

自然環境科学科
（生物圏環境科学科）Natural and Environmental Sciences

3

17

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻物理学・応用物理学プログラム
（他大学大学院・他進学）奈良先端科学技術大学院／日本大学大学院／
横浜国立大学大学院／総合研究大学院大学／筑波大学大学院／電気通
信大学大学院／東京科学大学大学院／東京都立大学大学院／東北大学
大学院／北海道大学大学院／名古屋大学大学院／茨城大学大学院

株式会社日立パワーソリューションズ／YKK AP株式会社／コニカミ
ノルタ株式会社／京セラ株式会社／太平洋工業株式会社／北陸電力株
式会社／リンナイ株式会社／福井県公立学校教員／内閣官房／富山市
役所

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻生命・物質化学プログラム／医
薬理工学環 創薬・製剤工学プログラム／理工学研究科 理工学専攻先端
クリーンエネルギープログラム
（他大学大学院・他進学）名古屋大学大学院／千葉大学大学院／東京科
学大学大学院

北陸電力株式会社／株式会社富士薬品／株式会社陽進堂ホールディン
グス／株式会社ダイセキ／北陸電力送配電株式会社／株式会社メイ
テックフィルダーズ／株式会社富山村田製作所／富山県公立学校教員
／長野県庁／気象庁

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻地球生命環境科学プログラム／
総合医薬学研究科　総合医薬学専攻先端医科学プログラム／医薬理工
学環　認知・情動脳科学プログラム
（他大学大学院・他進学）大阪公立大学大学院／東北大学大学院／東京
大学大学院／北里大学大学院／鳥取大学大学院／東京科学大学大学院

日本郵便株式会社北陸支社／北陸コカ・コーラボトリング株式会社／五
洲薬品株式会社／日研フード株式会社／株式会社クスリのアオキ／立
山製薬工場株式会社／名古屋市役所／農林水産省／富山県庁／植物防
疫所

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学プログラム
／持続可能社会創成学環　グローバル SDGs プログラム
（他大学大学院・他進学）九州大学大学院／宮崎大学大学院／帯広畜産
大学大学院／神戸大学大学院

大日精化工業株式会社／伊藤ハム株式会社／株式会社建設環境研究所
／株式会社アイザック／株式会社インテック／株式会社北陸銀行（株
式会社ほくほくフィナンシャルグループ）／佐賀県教育委員会／富山
県庁／気象庁 
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数学
プログラム

理学科
（プログラム所属前）

169
61
230

データが語る富山大学理学部3 データが語る富山大学理学部 421 22

データが語る富山大学理学部  

計

110

理工学研究科　理工学専攻数理情報学P 81%

教職実践開発研究科 5%

他大学大学院
14%

他大学大学院
32%

他大学
大学院 
6%

他大学
大学院
11%

他大学
大学院
11%

理工学研究科　理工学専攻物理学・応用物理学P 68%

持続可能社会創成学環
グローバルSDGsP

39%

理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学P 83%

理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学P 

50%

理工学研究科　理工学専攻先端クリーンエネルギーP 15%
医薬理工学環　創薬・製剤工学P 17%

進学37% 就職63%

進学66% 就職34%

進学76% 就職24%

進学63% 就職37%

進学62% 就職38%

医薬理工学環　認知・情動脳科学P 2%
その他 2%

総合医薬学研究科　総合医薬学専攻先端医科学P 2%

10%7%6%32%12%7%19%7%

9%12%12%9%6%21%31%

9%9%9% 13%60%

8%28%6%11%6%8%11%22%

12%17%12%9%
3%

9%9%29%

理工学研究科　理工学専攻生命・物質化学P 62%



学科別進学／就職の割合と学部卒業者の主な進学／就職先（令和５年度～令和７年度）

  ■ 製造業  ■ 運輸・情報通信業  ■ 卸売・小売業  ■ 金融・保険業  ■ 教育・研究  ■ サービス業  ■ 官公庁  ■その他

数学科 Mathematics 〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

100～199人
50～99人
10～49人
5～9人
0～4人

1
40

3

1
1

1

8

4
0

1
0

0
15

0

0 9

265

1512

33

13

226
21

6

70

27

146
89

48
59

22

6

6
0

24

3

22

その他（外国） 4

青森 6

岩手 0

宮城 2

秋田 6

山形 4

福島 3

茨城 13

栃木 2

群馬 26

埼玉 21

千葉 14

東京 27

神奈川 17

岐阜 59

静岡 27愛知 110

三重 26

大阪 22

兵庫 12
奈良 5

和歌山 3

滋賀 9

京都 15

北海道 22

新潟 33

山梨 6

長野 70

富山 146

石川 89

福井 48

鳥取 0

島根 

岡山 1

広島 5

山口 0

福岡 4

佐賀 0

長崎 3

熊本 1
大分 1

徳島 0

香川 4

宮崎 1

鹿児島 1

沖縄 8

愛媛 1

高知 0

0

学生の出身地域別図（令和８年５月1日現在）

プログラム別在学生数（令和８年５月1日現在）

877人 男/645 女/232

プログラム名 数理情報学
プログラム

物理学
プログラム

化学
プログラム

生物科学
プログラム （旧）理学部自然環境科学

プログラム

男 51
9
60

47
10
57

68
10
78

50
29
79

52
37
89

31
20
51

177
56
233

645
232
877

女

計

14

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻数理情報学プログラム／教職実
践開発研究科
（他大学大学院・他進学）千葉大学大学院／北陸先端科学技術大学院大
学／東京都立大学大学院／名古屋大学大学院

北電情報システムサービス株式会社／株式会社北陸銀行（株式会社ほく
ほくフィナンシャルグループ）／株式会社インテック／株式会社富山第
一銀行／数研出版株式会社／トヨタ自動車株式会社／山崎製パン株式
会社／損害保険ジャパン株式会社／株式会社京都銀行／アクサ損害保
険株式会社／富山県公立学校教員

物理学科 Physics

化学科 Chemistry

生物学科 Biology

自然環境科学科
（生物圏環境科学科）Natural and Environmental Sciences

3

17

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻物理学・応用物理学プログラム
（他大学大学院・他進学）奈良先端科学技術大学院／日本大学大学院／
横浜国立大学大学院／総合研究大学院大学／筑波大学大学院／電気通
信大学大学院／東京科学大学大学院／東京都立大学大学院／東北大学
大学院／北海道大学大学院／名古屋大学大学院／茨城大学大学院

株式会社日立パワーソリューションズ／YKK AP株式会社／コニカミ
ノルタ株式会社／京セラ株式会社／太平洋工業株式会社／北陸電力株
式会社／リンナイ株式会社／福井県公立学校教員／内閣官房／富山市
役所

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻生命・物質化学プログラム／医
薬理工学環 創薬・製剤工学プログラム／理工学研究科 理工学専攻先端
クリーンエネルギープログラム
（他大学大学院・他進学）名古屋大学大学院／千葉大学大学院／東京科
学大学大学院

北陸電力株式会社／株式会社富士薬品／株式会社陽進堂ホールディン
グス／株式会社ダイセキ／北陸電力送配電株式会社／株式会社メイ
テックフィルダーズ／株式会社富山村田製作所／富山県公立学校教員
／長野県庁／気象庁

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科 理工学専攻地球生命環境科学プログラム／
総合医薬学研究科　総合医薬学専攻先端医科学プログラム／医薬理工
学環　認知・情動脳科学プログラム
（他大学大学院・他進学）大阪公立大学大学院／東北大学大学院／東京
大学大学院／北里大学大学院／鳥取大学大学院／東京科学大学大学院

日本郵便株式会社北陸支社／北陸コカ・コーラボトリング株式会社／五
洲薬品株式会社／日研フード株式会社／株式会社クスリのアオキ／立
山製薬工場株式会社／名古屋市役所／農林水産省／富山県庁／植物防
疫所

〈学部卒業者の主な進学先〉

〈学部卒業者の主な就職先〉

（本学大学院）理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学プログラム
／持続可能社会創成学環　グローバル SDGs プログラム
（他大学大学院・他進学）九州大学大学院／宮崎大学大学院／帯広畜産
大学大学院／神戸大学大学院

大日精化工業株式会社／伊藤ハム株式会社／株式会社建設環境研究所
／株式会社アイザック／株式会社インテック／株式会社北陸銀行（株
式会社ほくほくフィナンシャルグループ）／佐賀県教育委員会／富山
県庁／気象庁 
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数学
プログラム

理学科
（プログラム所属前）

169
61
230

データが語る富山大学理学部3 データが語る富山大学理学部 421 22

データが語る富山大学理学部  

計

110

理工学研究科　理工学専攻数理情報学P 81%

教職実践開発研究科 5%

他大学大学院
14%

他大学大学院
32%

他大学
大学院 
6%

他大学
大学院
11%

他大学
大学院
11%

理工学研究科　理工学専攻物理学・応用物理学P 68%

持続可能社会創成学環
グローバルSDGsP

39%

理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学P 83%

理工学研究科　理工学専攻地球生命環境科学P 

50%

理工学研究科　理工学専攻先端クリーンエネルギーP 15%
医薬理工学環　創薬・製剤工学P 17%

進学37% 就職63%

進学66% 就職34%

進学76% 就職24%

進学63% 就職37%

進学62% 就職38%

医薬理工学環　認知・情動脳科学P 2%
その他 2%

総合医薬学研究科　総合医薬学専攻先端医科学P 2%

10%7%6%32%12%7%19%7%

9%12%12%9%6%21%31%

9%9%9% 13%60%

8%28%6%11%6%8%11%22%

12%17%12%9%
3%

9%9%29%

理工学研究科　理工学専攻生命・物質化学P 62%
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大学院への進学 費用・支援制度・取得資格等

修士課程・博士前期課程

博士後期課程・博士課程

■ 理工学研究科
　 理工学専攻
数理情報学・データサイエンスプログラム
生命・物質・エネルギー科学プログラム
サステイナブル地球環境学プログラム
先進工学プログラム

■ 医薬理工学環
創薬・製剤工学プログラム
応用和漢医薬学プログラム
認知・情動脳科学プログラム
メディカルデザインプログラム

■ 総合医薬学研究科
　 総合医薬学専攻
看護科学プログラム
先端薬科学プログラム
生命・臨床医学プログラム
臨床薬学プログラム

・創薬・製剤工学プログラム
・応用和漢医薬学プログラム
・認知・情動脳科学プログラム
・メディカルデザインプログラム

・メカトロニクスプログラム
・マテリアル科学工学プログラム
・都市・交通デザイン学プログラム
・先端クリーンエネルギープログラム

・数理情報学プログラム

理工学専攻

・物理学・応用物理学プログラム
・生命・物質化学プログラム
・地球生命環境科学プログラム

・社会データ
　　　サイエンスプログラム
・グローバルSDGsプログラム

総合医薬学専攻
・看護科学プログラム
・先端医科学プログラム
・先端薬科学プログラム

人文社会芸術総合専攻

教職実践開発研究科

Society5.0, SDGsの達成に貢献できる人材育成

・心理学プログラム
・人文・芸術プログラム
・共創経済プログラム

入学料・授業料 奨学金及び支援制度

取得できる資格（教員免許等）

　理学部での学びをさらに深めるため、本学では理学と工学が融合した理工学研究科、生命科学を柱に４つの学系（理学系、工学系、
医学系、薬学系）が連携・融合した医薬理工学環、持続可能社会の構築に必要な文理融合型人材の育成を行う持続可能社会創成学環な
ど、特色ある大学院への進学が可能です。理学部の卒業生の約半数が大学院修士課程・博士前期課程に進学しています。

　本学の入学料・授業料（令和8年度）は、以下のとおりです。

　奨学生の募集は原則として春、秋の年２回行います。

　本学の初年度納付金額（入学料と授業料の合計）は以下のとお
り、私立大学と比べても低廉であり、免除・猶予制度もあります。

　入学料及び授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認めら
れる学生に対して本学では以下の制度を設けています。
（※学生本人の申請により大学内での選考を経て決定します。）

入学料の徴収猶予制度
　経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が困難であり、
かつ、学業優秀と認められる者に対し、入学料の徴収を一定期間猶
予する制度です。

修学支援新制度
　大学等における修学の支援に関する法律に基づき、日本学生支援
機構が実施する給付奨学金の支給や授業料及び入学料の減免を受
けることができる制度です。日本学生支援機構によって世帯の所得
金額に基づき判定された支援区分に応じ、給付奨学金額や授業料
等減免額が定められます（外国人留学生は対象となりません）。な
お、令和7年度から多子世帯の授業料無償化が始まりました。

　日本学生支援機構奨学金は、高等学校等で申し込む「予約採用」
と、大学入学後申し込みを行う「在学採用」があり、入学料・授業
料免除は別途本学での申請が必要です。
　修学支援新制度の詳細については、文部科学省のウェブサイト
をご覧ください。

　本学では、日本学生支援機構及び地方公共団体、民間育英団
体の奨学金を取り扱っています。これらの奨学金は給付と貸与の
2種類があり、募集についても、大学経由で行うものと奨学団体
が直接行うものがあります。いずれも人物・学業ともに優れ、経済
的理由により修学困難な者が対象です。
　また、本学独自で実施している海外留学等対象の給付型支援
制度もあります。

　修学支援新制度をご覧ください。詳細については、在学してい
る高等学校に確認するか、日本学生支援機構のウェブサイトをご
覧ください。(https://www.jasso.go.jp/)

　地方公共団体、民間育英団体の奨学金があり、応募資格及び受
付時期は、それぞれ異なります。募集がある場合に学内掲示板
で通知します。

　海外留学、海外で開催される国際会議等への参加及び本学が
主催する短期海外語学研修等への参加のための奨学金や助成金
を給付します。

　所定科目の単位を修得することが条件です。あるいは、資格試
験の受験が必要となる場合もあります。

●日本学生支援機構奨学金（給付）

●日本学生支援機構奨学金（貸与）

●免除・猶予制度

●私立大学（初年度納付金額）との比較

●国際コースの海外研修費用

●その他の奨学金（給付・貸与）

●本学独自の支援制度（給付）

種　　類
入　 学　 料
授業料（年額）

金　　額
282,000円
535,800円

国内・国際線航空運賃、移動交通費
授業料、宿泊費、食費等
海外旅行保険等
総額

約16 ～ 20万円
約35～38万円

約２万円
約53～60万円

中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）、
高等学校教諭一種免許状（情報）

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、放射線取扱主任者、危険物取扱者（甲種）、
毒物劇物取扱責任者、高圧ガス製造保安責任者

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、危険物取扱者（甲種）、環境計量士、
エネルギー・環境マネジャー、公害防止管理者

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、危険物取扱者（甲種）

第Ⅰ区分
第Ⅱ区分
第Ⅲ区分
第Ⅳ区分（多子世帯のみ）
多子世帯のみ

全額免除
2/3免除
1/3免除
全額免除
全額免除

29,200円
19,500円
9,800円
7,300円

66,700円
44,500円
22,300円
16,700円

支援区分

（文部科学省「令和７年度私立大学入学者に係る初年度学生納付金等平均額（定員1人当たり）
の調査結果について」より作成）

※この金額は変更になる可能性があります。

　入学料・
授業料免除 自宅通学者

入学料・授業料免除 給付奨学金（月額）
自宅外通学者

貸与月額
2万円・3万円・
4万5千円から
学生が選択した額

2万円・3万円・4万円・
5万1千円から
学生が選択した額

2万円から12万円までの
間で1万円単位で
学生が選択した額

区　分
自宅通学者
第一種奨学金（無利子貸与） 第二種奨学金

 （有利子貸与）自宅外通学者

数学プログラム・
数理情報学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物科学プログラム

自然環境科学プログラム

817，800円
1,602,053円

0 100 200（万円）

私立理科系平均

富山大学理学部

※第二種奨学金の利率算定方法として、利率固定式と利率見直し方式があり、申し込みの際
にいずれか一方を選択します。利率は３％が上限です。

※給付奨学金受給中は、第一種奨学金の貸与月額が調整（減額又は増額）されることがあり
ます。なお、本学では、約2,400名（約26％）の学生が日本学生支援機構の奨学金の貸与
を受けています。

※1
※2 ※2

※１ 支援区分は、日本学生支援機構の給付奨学金採用時に決定し、毎年、所得状況に基づ  
　　き支援区分の見直しがあります。
※2 支援区分がⅠ～Ⅲの者で、多子世帯に該当する場合は、入学料・授業料は全額免除にな
　　ります（入学料の免除は新入生に限ります）。
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大学院への進学 費用・支援制度・取得資格等

修士課程・博士前期課程

博士後期課程・博士課程

■ 理工学研究科
　 理工学専攻
数理情報学・データサイエンスプログラム
生命・物質・エネルギー科学プログラム
サステイナブル地球環境学プログラム
先進工学プログラム

■ 医薬理工学環
創薬・製剤工学プログラム
応用和漢医薬学プログラム
認知・情動脳科学プログラム
メディカルデザインプログラム

■ 総合医薬学研究科
　 総合医薬学専攻
看護科学プログラム
先端薬科学プログラム
生命・臨床医学プログラム
臨床薬学プログラム

・創薬・製剤工学プログラム
・応用和漢医薬学プログラム
・認知・情動脳科学プログラム
・メディカルデザインプログラム

・メカトロニクスプログラム
・マテリアル科学工学プログラム
・都市・交通デザイン学プログラム
・先端クリーンエネルギープログラム

・数理情報学プログラム

理工学専攻

・物理学・応用物理学プログラム
・生命・物質化学プログラム
・地球生命環境科学プログラム

・社会データ
　　　サイエンスプログラム
・グローバルSDGsプログラム

総合医薬学専攻
・看護科学プログラム
・先端医科学プログラム
・先端薬科学プログラム

人文社会芸術総合専攻

教職実践開発研究科

Society5.0, SDGsの達成に貢献できる人材育成

・心理学プログラム
・人文・芸術プログラム
・共創経済プログラム

入学料・授業料 奨学金及び支援制度

取得できる資格（教員免許等）

　理学部での学びをさらに深めるため、本学では理学と工学が融合した理工学研究科、生命科学を柱に４つの学系（理学系、工学系、
医学系、薬学系）が連携・融合した医薬理工学環、持続可能社会の構築に必要な文理融合型人材の育成を行う持続可能社会創成学環な
ど、特色ある大学院への進学が可能です。理学部の卒業生の約半数が大学院修士課程・博士前期課程に進学しています。

　本学の入学料・授業料（令和8年度）は、以下のとおりです。

　奨学生の募集は原則として春、秋の年２回行います。

　本学の初年度納付金額（入学料と授業料の合計）は以下のとお
り、私立大学と比べても低廉であり、免除・猶予制度もあります。

　入学料及び授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認めら
れる学生に対して本学では以下の制度を設けています。
（※学生本人の申請により大学内での選考を経て決定します。）

入学料の徴収猶予制度
　経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が困難であり、
かつ、学業優秀と認められる者に対し、入学料の徴収を一定期間猶
予する制度です。

修学支援新制度
　大学等における修学の支援に関する法律に基づき、日本学生支援
機構が実施する給付奨学金の支給や授業料及び入学料の減免を受
けることができる制度です。日本学生支援機構によって世帯の所得
金額に基づき判定された支援区分に応じ、給付奨学金額や授業料
等減免額が定められます（外国人留学生は対象となりません）。な
お、令和7年度から多子世帯の授業料無償化が始まりました。

　日本学生支援機構奨学金は、高等学校等で申し込む「予約採用」
と、大学入学後申し込みを行う「在学採用」があり、入学料・授業
料免除は別途本学での申請が必要です。
　修学支援新制度の詳細については、文部科学省のウェブサイト
をご覧ください。

　本学では、日本学生支援機構及び地方公共団体、民間育英団
体の奨学金を取り扱っています。これらの奨学金は給付と貸与の
2種類があり、募集についても、大学経由で行うものと奨学団体
が直接行うものがあります。いずれも人物・学業ともに優れ、経済
的理由により修学困難な者が対象です。
　また、本学独自で実施している海外留学等対象の給付型支援
制度もあります。

　修学支援新制度をご覧ください。詳細については、在学してい
る高等学校に確認するか、日本学生支援機構のウェブサイトをご
覧ください。(https://www.jasso.go.jp/)

　地方公共団体、民間育英団体の奨学金があり、応募資格及び受
付時期は、それぞれ異なります。募集がある場合に学内掲示板
で通知します。

　海外留学、海外で開催される国際会議等への参加及び本学が
主催する短期海外語学研修等への参加のための奨学金や助成金
を給付します。

　所定科目の単位を修得することが条件です。あるいは、資格試
験の受験が必要となる場合もあります。

●日本学生支援機構奨学金（給付）

●日本学生支援機構奨学金（貸与）

●免除・猶予制度

●私立大学（初年度納付金額）との比較

●国際コースの海外研修費用

●その他の奨学金（給付・貸与）

●本学独自の支援制度（給付）

種　　類
入　 学　 料
授業料（年額）

金　　額
282,000円
535,800円

国内・国際線航空運賃、移動交通費
授業料、宿泊費、食費等
海外旅行保険等
総額

約16 ～ 20万円
約35～38万円

約２万円
約53～60万円

中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）、
高等学校教諭一種免許状（情報）

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、放射線取扱主任者、危険物取扱者（甲種）、
毒物劇物取扱責任者、高圧ガス製造保安責任者

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、危険物取扱者（甲種）、環境計量士、
エネルギー・環境マネジャー、公害防止管理者

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）、
学芸員、危険物取扱者（甲種）

第Ⅰ区分
第Ⅱ区分
第Ⅲ区分
第Ⅳ区分（多子世帯のみ）
多子世帯のみ

全額免除
2/3免除
1/3免除
全額免除
全額免除

29,200円
19,500円
9,800円
7,300円

66,700円
44,500円
22,300円
16,700円

支援区分

（文部科学省「令和７年度私立大学入学者に係る初年度学生納付金等平均額（定員1人当たり）
の調査結果について」より作成）

※この金額は変更になる可能性があります。

　入学料・
授業料免除 自宅通学者

入学料・授業料免除 給付奨学金（月額）
自宅外通学者

貸与月額
2万円・3万円・
4万5千円から
学生が選択した額

2万円・3万円・4万円・
5万1千円から
学生が選択した額

2万円から12万円までの
間で1万円単位で
学生が選択した額

区　分
自宅通学者
第一種奨学金（無利子貸与） 第二種奨学金

 （有利子貸与）自宅外通学者

数学プログラム・
数理情報学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物科学プログラム

自然環境科学プログラム

817，800円
1,602,053円

0 100 200（万円）

私立理科系平均

富山大学理学部

※第二種奨学金の利率算定方法として、利率固定式と利率見直し方式があり、申し込みの際
にいずれか一方を選択します。利率は３％が上限です。

※給付奨学金受給中は、第一種奨学金の貸与月額が調整（減額又は増額）されることがあり
ます。なお、本学では、約2,400名（約26％）の学生が日本学生支援機構の奨学金の貸与
を受けています。

※1
※2 ※2

※１ 支援区分は、日本学生支援機構の給付奨学金採用時に決定し、毎年、所得状況に基づ  
　　き支援区分の見直しがあります。
※2 支援区分がⅠ～Ⅲの者で、多子世帯に該当する場合は、入学料・授業料は全額免除にな
　　ります（入学料の免除は新入生に限ります）。



　大学の施設や実験室を開放し、理学部の研究活動を一般の方々
に親しみやすい実験や展示などで分かりやすく紹介することを目
的としています。
　身の回りの科学から普段体験できない科学まで、見て、ふれて、
体験して、子供から大人まで楽しめます。また、現役の大学生と直
接話せるので、進路選択を控えた高校生にもおすすめです。
　富山大学理学部の専門性を活かした普段体験できない実験等を
学生が主体となり企画運営しています。

ようこそ、空と海の世界へ！
大気現象の謎を探れ！

サイエンス
フェスティバルの
ウェブサイト

サイエンスフェスティバル
例年９月に実施
令和８年９月19日（土）・20日（日）予定
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令和９年度入試情報

入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）

入学前に学習すべきこと

学科
理学科

定員

総合型選抜Ⅱ

帰国生徒選抜
・社会人選抜

私費外国人
留学生選抜

一般選抜
（前期日程）

一般選抜
（後期日程）

下旬中旬上旬
3月

下旬中旬上旬
2月

下旬中旬上旬
1月

下旬中旬上旬
12月

下旬中旬上旬
11月

総合型選抜前期日程 後期日程 社会人選抜 帰国生徒選抜 私費外国人留学生選抜
208 134 50 24 若干名 若干名 若干名

●募集人員
新入生オリエンテーション
入学式
授業開始

第３年次編入学試験

オープンキャンパス
夏季休業開始
補講・集中講義

サイエンスフェスティバル

開学記念日
授業開始
大学祭

冬季休業開始

総合型選抜

授業開始
大学入学共通テスト

補講・集中講義

一般選抜（前期日程）

一般選抜（後期日程）
学位記授与式

●入試日程

出願受付

出願
受付

出願
受付

出願
受付

合格
発表

合格
発表

合格
発表

1次
試験日

1次
合格
発表

最終
合格
発表

入学
手続

入学
手続

入学
手続

合格
発表、
入学
手続

入学
手続試験日

試験日

試験日

試験日

令和8年5月現在の情報です。内容は変更する可能性があります。詳細については、最新の募集要項にてご確認ください。
令和８年度の予定です。変更になる場合があります。

◆一般選抜（前期日程）
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学では、「数学」、「理科」又は「数学及び理科」を課し、理学の修学
に必要な理解力、論理的思考力、表現力を評価する。

◆一般選抜（後期日程）
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学では、「数学」又は「理科」を課し、理学の修学に必要な理解力、
論理的思考力、表現力を評価する。

◆総合型選抜Ⅱ
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学が実施する第１次選抜では、口頭試問を含む面接により、学習
到達度、論理的思考力、独創性、表現力、コミュニケーション能力、知
識、学習意欲、専門分野への関心などを評価する。

　オープンキャンパスは、大学の雰囲気や授業、施設などを知るこ
とができるだけではなく、教員や在学生から直接話を聞けるチャン
スでもあります。富山大学のウェブサイトから、事前申込みができ
ますので、富山大学理学部の魅力を実感しに来てください。高校生
はじめ多くの皆様のご参加をお待ちしています。

　高等学校までに学ぶ数学、理科、国語、外国語、地理歴史・公民、情報について、十分な基礎学力を身に付けておくこと。さらに
は、論理的思考力、判断力、表現力、主体的に学修に取り組む姿勢なども身に付けておくこと。

◆帰国生徒選抜、社会人選抜
書類審査及び本学で課す「面接（口述試験を含む。）」により、理学
を学ぶ上で必要な基礎知識、思考力、学習意欲及び口頭による表
現力を評価する。

◆私費外国人留学生選抜
日本留学試験では、日本語力、数学及び理科の基礎学力を評価
する。
本学では、「面接」を課し、学習到達度、思考力、表現力、学習意欲等
を評価する。

令和９年度入試日程、入学者選抜要項・学生募集要項は富山大学ウェブサイトよりご確認ください。

富山大学ウェブサイト https://www.u-toyama.ac.jp/admission/
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オープンキャンパスの
ウェブページ

施設見学の様子実演による研究紹介

プログラム概要説明の様子

キャンパススケジュール 入試情報

オープンキャンパス
例年８月に実施
〈対面開催〉 令和８年８月１日（土）予定

理学部イベント情報



　大学の施設や実験室を開放し、理学部の研究活動を一般の方々
に親しみやすい実験や展示などで分かりやすく紹介することを目
的としています。
　身の回りの科学から普段体験できない科学まで、見て、ふれて、
体験して、子供から大人まで楽しめます。また、現役の大学生と直
接話せるので、進路選択を控えた高校生にもおすすめです。
　富山大学理学部の専門性を活かした普段体験できない実験等を
学生が主体となり企画運営しています。

ようこそ、空と海の世界へ！
大気現象の謎を探れ！

サイエンス
フェスティバルの
ウェブサイト

サイエンスフェスティバル
例年９月に実施
令和８年９月19日（土）・20日（日）予定
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令和９年度入試情報

入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）

入学前に学習すべきこと

学科
理学科

定員

総合型選抜Ⅱ

帰国生徒選抜
・社会人選抜

私費外国人
留学生選抜

一般選抜
（前期日程）

一般選抜
（後期日程）

下旬中旬上旬
3月

下旬中旬上旬
2月

下旬中旬上旬
1月

下旬中旬上旬
12月

下旬中旬上旬
11月

総合型選抜前期日程 後期日程 社会人選抜 帰国生徒選抜 私費外国人留学生選抜
208 134 50 24 若干名 若干名 若干名

●募集人員
新入生オリエンテーション
入学式
授業開始

第３年次編入学試験

オープンキャンパス
夏季休業開始
補講・集中講義

サイエンスフェスティバル

開学記念日
授業開始
大学祭

冬季休業開始

総合型選抜

授業開始
大学入学共通テスト

補講・集中講義

一般選抜（前期日程）

一般選抜（後期日程）
学位記授与式

●入試日程

出願受付

出願
受付

出願
受付

出願
受付

合格
発表

合格
発表

合格
発表

1次
試験日

1次
合格
発表

最終
合格
発表

入学
手続

入学
手続

入学
手続

合格
発表、
入学
手続

入学
手続試験日

試験日

試験日

試験日

令和8年5月現在の情報です。内容は変更する可能性があります。詳細については、最新の募集要項にてご確認ください。
令和８年度の予定です。変更になる場合があります。

◆一般選抜（前期日程）
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学では、「数学」、「理科」又は「数学及び理科」を課し、理学の修学
に必要な理解力、論理的思考力、表現力を評価する。

◆一般選抜（後期日程）
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学では、「数学」又は「理科」を課し、理学の修学に必要な理解力、
論理的思考力、表現力を評価する。

◆総合型選抜Ⅱ
大学入学共通テストでは高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
する。
本学が実施する第１次選抜では、口頭試問を含む面接により、学習
到達度、論理的思考力、独創性、表現力、コミュニケーション能力、知
識、学習意欲、専門分野への関心などを評価する。

　オープンキャンパスは、大学の雰囲気や授業、施設などを知るこ
とができるだけではなく、教員や在学生から直接話を聞けるチャン
スでもあります。富山大学のウェブサイトから、事前申込みができ
ますので、富山大学理学部の魅力を実感しに来てください。高校生
はじめ多くの皆様のご参加をお待ちしています。

　高等学校までに学ぶ数学、理科、国語、外国語、地理歴史・公民、情報について、十分な基礎学力を身に付けておくこと。さらに
は、論理的思考力、判断力、表現力、主体的に学修に取り組む姿勢なども身に付けておくこと。

◆帰国生徒選抜、社会人選抜
書類審査及び本学で課す「面接（口述試験を含む。）」により、理学
を学ぶ上で必要な基礎知識、思考力、学習意欲及び口頭による表
現力を評価する。

◆私費外国人留学生選抜
日本留学試験では、日本語力、数学及び理科の基礎学力を評価
する。
本学では、「面接」を課し、学習到達度、思考力、表現力、学習意欲等
を評価する。

令和９年度入試日程、入学者選抜要項・学生募集要項は富山大学ウェブサイトよりご確認ください。

富山大学ウェブサイト https://www.u-toyama.ac.jp/admission/
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オープンキャンパスの
ウェブページ

施設見学の様子実演による研究紹介

プログラム概要説明の様子

キャンパススケジュール 入試情報

オープンキャンパス
例年８月に実施
〈対面開催〉 令和８年８月１日（土）予定

理学部イベント情報






